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NY マーケットレポート（2018 年 5 月 14 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、序盤はやや小動きの展開となった。ただ、トランプ米大統領が中国大手通

信機器に対する制裁緩和を示唆したことを受けて、米中の貿易摩擦への懸念が後退し、相対的に安全な通貨とされる円を売って

ドルを買う動きが優勢となった。また、米国債利回りの上昇を受けて、米国と他国の金利差拡大が意識され、ドルは堅調な動き

となり、主要 10 通貨の大半に対して上昇した。ユーロや豪ドルは対ドルで下げ幅が拡大し、対円でも軟調な動きとなった。一

方、米株式市場では、米中の貿易摩擦への懸念が後退したとの見方が好感され、ダウ平均株価は 8営業日続伸となった。 

 

 

ドル売り越し 約 3ヵ月ぶりの低水準 

 

CFTC（米商品先物取引委員会）の IMM 通貨先物の投機部門の取組（5/8 までの週）では、ドルの売り越しが約 3ヵ月ぶりの低水

準となった。ドルの主要 6通貨（円、ユーロ、ポンド、スイスフラン、カナダドル、豪ドル）に対する売り越し額は 108 億 4000

万ドル（前週 151 億 5000 万ドル）。主要 10 通貨に対する売り越し額は 133 億 1000 万ドル（前週 183 億 2000 万ドル）と、3 月

半ば以来の規模に減少した。 

 

一方、ユーロの買い越し枚数は、12 万 0505 枚（前週 12 万 0568 枚）とほぼ横ばい。円の売り越しは 5462 枚（前週 1405 枚）、

豪ドルの売り越しは 1万 6766 枚（前週 5672 枚）、ポンドの買い越しは 8988 枚（前週 2万 6372 枚）、カナダドルの売り越しは 2

万 3861 枚（前週 2万 7535 枚）、メキシコペソの買い越しは前週の 7万 6188 枚（8万 6041 枚）。 

 

 

出所：CFTC データを基に SBILM が作成 
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出所：CFTC データを基に SBILM が作成 

 

 

 

米要人発言 

 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・ドルは今後も支配的通貨に、FRB 失策なければ 

・イールドカーブのフラット化は、世界経済を巡る投資家懸念よりも、米金融当局によるところが大きい 

・逆イールドカーブを起こすほど米金融当局が積極的に動く必要はない 

・インフレが比較的低く安定しているため、現状下では不要 

・米経済は申し分ない状況にあるが、インフレを抑制する先制的な措置をすでに講じており、現在の政策金利は適正水準にある 

・ドルは目下、申し分ない状況であり、こうした状況が続くだろう。長期間にわたって、実際には過去一世紀の大半にわたって

通貨競争における勝者となってきたことが理由だ 

・仮想通貨は知らず知らずに重要な社会問題を解決しようとする中で誤った方向に向かうかもしれない 

・通貨は信頼され、価値を持っていないといけない 

・非正規の通貨はこれまでも存在したが、嫌われて徐々に他のモノに置き換わってきた 

・非正規通貨は一つの市場の中でも異なった価格で取引されるからだ 
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米ダウ平均、8営業日続伸 

 

米株式市場は、トランプ米大統領が中国の通信機器大手に対する制裁の緩和を検討していると示唆したことで、米中貿易摩擦へ

の懸念が後退し、主要株価は堅調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 163 ドル高まで上

昇した。結局、68 ドル高と 8営業日続伸となり、約 2ヵ月ぶりの高値で終了した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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ドルは主要10通貨の大半に対して上昇 

 

米国の主要な経済指標の発表がなく、序盤はやや小動きの展開となった。ただ、トランプ米大統領が中国大手通信機器に対する

制裁緩和を示唆したことを受けて、米中の貿易摩擦への懸念が後退したことで、相対的に安全な通貨とされる円を売ってドルを

買う動きが優勢となった。また、米国債利回りの上昇を受けて、米国と他国の金利差拡大が意識され、ドルは堅調な動きとなり、

主要 10 通貨の大半に対して上昇した。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


